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海
藻
由
来
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
「BIO

- 
PAC

」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　BIO
PAC

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ト

マ
ジ
ャ
ヤ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
元
教
授

ノ
ル
ヤ
ワ
テ
ィ
博
士
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
生
分
解
性
1
0
0
％
の
新
素
材
。

水
の
中
で
は
約
10
分
、
土
の
中
で
は
10

日
前
後
で
分
解
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
原
料
と
な
る
海
藻
は
綺
麗
な

海
と
太
陽
が
あ
れ
ば
、
45
日
間
で
育
ち
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
沿
岸
部
で
働
く
海
藻

農
家
の
収
入
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
含
む
海
洋
ご
み
が

様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
い
わ
ゆ
る

「
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
」
が
世
界

的
な
課
題
と
な
る
中
でBIO

PAC

は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
品
と
し
て
期
待
さ

れ
、
欧
米
で
は
環
境
意
識
の
高
い
先
進

企
業
を
中
心
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　BIO
PAC

の
正
規
日
本
代
理
店
を
務

め
る
の
が
「nusantara

」
だ
。

　
同
社
は
大
学
時
代
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
留
学
し
た
経
験
を
持
つ

阿
部
安
紀
子
氏
が
神
田
外
国
語
大
学
の

卒
業
生
3
人
と
共
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
イ
イ
も
の
と
文
化
を
日
本
へ
」
と
い

う
理
念
を
掲
げ
、
19
年
に
創
業
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
伝
統
工
芸
と
天
然
素
材
を

生
か
し
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
を
現
地

の
職
人
か
ら
直
輸
入
し
て
展
開
す
る
。

　
ラ
タ
ン
製
品
や
F
S
C
認
証
の
チ
ー

ク
材
な
ど
を
使
用
し
た
木
製
食
器
は
特

に
人
気
で
O
E
M
に
も
対
応
。
ま
た
世

界
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
、
ろ
う
け
つ
染
め
布
地
「
バ
テ
ィ
ッ
ク
」

の
コ
ー
ス
タ
ー
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
、

ス
カ
ー
フ
な
ど
も
日
本
人
の
感
性
と
暮

ら
し
に
マ
ッ
チ
し
た
商
品
と
し
て
好
評
。

現
在
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
コ
ー
ヒ
ー
豆

や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
な
ど
も
含
め
3
0
0

品
目
以
上
の
商
品
を
展
開
す
る
。

　
商
品
は
自
社
サ
イ
ト
で
販
売
す
る
他
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
販
売
し
て
い
る
。

「BIO
PA
C

と
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民

銀
行
が
主
催
す
る
商
談
会
に
参
加
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
出
会
い
、
そ
の
素
材

の
素
晴
ら
し
さ
と
可
能
性
、
背
景
に
あ

る
ス
ト
ー
リ
ー
に
共
感
し
ま
し
た
。
23

年
1
月
か
ら
正
規
日
本
代
理
店
と
し
て

市
場
開
拓
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
同
社
で
は
現

在
、
製
品
と
し
て
、
シ
ー
ト
や
サ
シ
ェ

（
マ
チ
が
な
い
袋
）
、
ガ
ゼ
ッ
ト
（
マ

チ
付
き
袋
）
な
ど
を
展
開
す
る
他
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製
作
に
も
対

応
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
性
は
も
ち
ろ
ん
、

着
色
・
プ
リ
ン
ト
可
能
で
、
ヒ
ー
ト
シ

ー
ル
で
接
着
で
き
、
ま
た
厚
み
の
調
整

も
で
き
る
と
い
う
機
能
性
も
好
評
で
、

企
業
の
み
な
ら
ず
学
校
な
ど
か
ら
の
引

き
合
い
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
環
境
に
配
慮
さ

れ
た
商
品
が
生
活
に
染
み
込
ん
で
い
ま

す
。
日
本
の
皆
さ
ま
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
良
い
も
の
、
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」
（
同
社
）

　
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
へ
の
出
展
も
考
え

て
い
る
と
い
うnusantara

。BIO
- 

PAC

と
同
社
の
取
り
組
み
は
海
洋
汚
染

を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、
日
本
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
架
け
橋
と
も
な
り
得
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

﹇
問
﹈nusantara.jp.id@

gm
ail.com

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
発  

海
洋
汚
染
を
食
い
止
め
る

海
藻
由
来
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹁BIO

PA
C

﹂

nusantara 　

htt
ps://nusantara.handcraft

ed.jp

▲海藻由来のBIOPAC

▲BIOPACの原料生産は海藻農家の安定的な収入源にも
なり得る

▲nusantaraではラタンやバティックなども展開
する

▲FSC認証のチークコースター。渡り鳥である
ツバメのブランドロゴには日本とインドネシアの
架け橋になりたいという思いが込められている
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